
●民間による伴走支援・緊急支援
移民・難民が直面する課題は、ことばの壁や外国人に対する差別に加
え、労働、医療・福祉、家族、在留資格などが絡み合った複合的な性
格をもちます。そのため公的機関の窓口対応だけでは解決されず、民
間による伴走支援が不可欠です。
地域で実施されている伴走支援を円滑にすすめるために必要な費用や
緊急支援、専門的なアドバイスを提供します。

●外国ルーツの支援者による支援
（外国ルーツの支援者に対しては研修を実施します）

ＤＶ被害者、シングルマザー、服役経験者、セクシャル・マイノリテ
ィ、在留資格を喪失した者等、深刻な精神的ストレスや孤立を経験し
ている移民・難民は、日本人による物質的・制度的支援だけでなく、
文化的・社会的背景を共有する外国ルーツの支援者を通じた支援を必
要としています。
本事業では、外国ルーツの支援者が中心的な役割を担う体制をつくる
ことにより、課題に直面し孤立する移民・難民へのアウトリーチと、
多様性が担保された支援を提供します。

●オンライン相談会
オンラインやSNSを活用しながら各地域拠点をつないだオンライン相
談会を開催します。相談会を通じてどのような地域からの相談にも応
じ、さらにその場で解決できない相談に関しては、支援ネットワーク
を活用した伴走支援へとつなげていきます。
また、複合的な課題への対応等について学ぶことを目的に、伴走者
（支援者）にも相談会に参加いただけるようにします。

●政策提言
支援を通じて確認された政策的な課題について、省庁交渉等を通じて
取り組んでいきます。

移住連は、過去2年間に行ってきた伴走支援で把握された課題を踏まえ、地域での孤立やさまざまな領域にまたがる課題（複合的な課題）に
直面する移民・難民への支援に対応するため、「新移民時代型」支援ネットワーク構築事業をスタートしました。
本事業では、オンライン相談会による地域・領域・言語横断的な相談受付体制、ネットワークを活用した伴走支援の実施により、支援につな
がることができない移民・難民の孤立の解消と、複合的な課題の解決をめざします。また、外国ルーツの支援者など新しい人材のネットワー
ク参加により、新たな視点を携えた課題提起・政策提言にも取り組んでいきます。

「伴走支援を日々行っているが、すべてボランティア。交通費などを
負担するのは大変...」
「生活に困っている仮放免者がいる。家賃や食費を支援できないか」
「在留資格の問題などが絡み、複雑。どうやったら解決できるのかわ
からない」

「ベトナム語ができるが、何かに活かせないか」
「外国にルーツをもち日本で育った。同じような経験をして苦しん
でいる人の力になれないか」
「外国にルーツをもつ支援者がいるが、自分の団体では研修まで手
が回らない」
「同じルーツを持ち、母語で支援をしてくれる人を探している」

「母語で相談したい外国人がいる」
「遠くに住んでいる友人が困っているが、現地まで支援に行くこと
ができない」
「相談を受けている外国人から、労働問題について相談をされた。
詳しい人と連携して聞き取りや支援ができないか」

「日々の支援の中で、行政とやりとりするときに様々な課題に直面
しているが、この状況を変えられないか」
「現場の状況にあわせて、制度を改善してもらいたい」
「この支援は本来行政が負担するべきではないか」

事業の主な活動

「新移民時代型」
支援ネットワーク構築事業のご案内
事業の趣旨

【実施対象期間】
2023年7月～2026年2月

事業の流れ



●登録資格
伴走支援を責任をもって行える方、もしく
は、伴走支援に関心があり、伴走支援を希望
される方

●登録の流れ
①「伴走ネット登録」フォームへの入力
下記URL・QRコードから入力ください。

　　　

②「伴走ネットID」の受信および保管
本フォーム入力後、入力されたメールアドレ
ス宛に自動返信メールが届きます。メールに
記載されている「伴走ネットID」をお控えく
ださい。

③覚書（押印済）1通、謝金受取口座届出書の
提出（郵送）

 
事務局より「覚書」2通および
「謝金受取口座届出書」を郵送

↓
受領後、

「覚書」に署名・押印
「謝金受取口座届出書」への記載

↓
覚書1通（もう1通は控えとして保管）

・「謝金受取口座届出書」を
移住連事務局宛に返送

 
※伴走支援を希望する方は、伴走支援講座の
アンケート回答確認後に「覚書」「謝金受取
口座届出書」を郵送いたします。
※前年度事業で伴走ネット登録済の方も、再
度「覚書」と「謝金受取口座届出書」のご提
出をお願いします。

●申請条件
・2023年7月10日～2026年2月28日の期間
に実施した伴走支援である。
・伴走ネットに登録済かつ支援経験のある方
もしくは支援経験はないが伴走支援講座基礎
編アンケート回答済の方。
・個人での申請である。
・支援実施後、1ヶ月以内の申請である。
　例）2023年7月30日に実施した伴走支援　　
　　　→2023年8月30日までに申請
・伴走支援を1時間以上実施したもの
・1人の支援対象者（相談者）につき、申請
３回まで。
・1回の申請につき、伴走者2名まで。

●申請の流れ
①「伴走支援申請」フォームへの入力
以下の伴走支援申請フォーム[下記URL・QR
コード]より、相談者の状況・支援実施状況に
ついてご報告ください。申請には「伴走ネッ
トID」が必要です。

②謝金の受け取り
【金額】
伴走支援実施時間2時間未満　4,000円
伴走支援実施時間2時間以上　8,000円

【振込】
月末までに申請いただいた分は、翌月にお支
払いいたします。

●開催予定
2023年度：2回[秋ごろ・2月]
2024年度：6回
2025年度：6回

●参加条件
・伴走ネットに登録済かつ伴走支援経験があ
る方
・研修目的での参加（外国ルーツの支援者）

※各相談会の詳細・参加方法などは、追って
ご連絡いたします。

 
移住者と連帯する全国ネットワーク（移住連）

TEL：03-3837-2316
問い合わせ用Email：bansounetwork@gmail.com

●講座内容[すべて録画視聴]
【基礎編（全5回）】
基礎①：ケースワーク
基礎②：在留資格
基礎③：労働問題
基礎④：医療・社会保障
基礎⑤：子ども・若者 

【応用編（全4回）】
応用①：技能実習生への支援
応用②：DV被害女性・母子への支援
応用③：難民への支援
応用④：非正規滞在者への支援

※受講後に伴走支援を希望する場合は、基礎
編全5回分のアンケート回答をお願いします
（初年度のみ、基礎⑤を除く）。

事業参加への手続きについて

伴走ネット登録 伴走支援申請 オンライン相談会への参加

お問い合わせ先

伴走支援講座の受講

→事情により視聴不可

https://forms.gle/
sfS8sXMG6VbCybcF9

https://forms.gle/
BfPYt6fpCp7fhVb57


